
高山商工会議所 景況調査報告（H30. 7～ 9） 

 

 

 

【調査目的】本調査は、当所の会員事業所の景況を把握するために実施した。 

 

【調査期間】平成 30年 8月中旬～9月中旬 

 

【調査対象】当所会員事業所 

 

【調査方法】当所職員による会員事業所巡回訪問調査 

 

【回 答 数】 97 件 

 

 

 

調査事業所の業種について 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種について 

建設業 14 

製造業 12 

卸売業 4 

小売業 31 

サービス業 35 

その他 1 

建設業

15%

製造業

12%

卸売業

4%

小売業

32%

サービス業

36%

その他

1%

主要業種



問 1.平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「売上額」 

 

売上額（前年同期比） 

増加 24 

減少 48 

不変 24 

未回答 1 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「売上額」の今後の見通し 

 

売上額（今後の見通し） 

増加 21 

減少 29 

不変 46 

未回答 1 

 

 

 

 

 

 

問 2. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「売上単価(客単価)」 

 

売上単価（前年同期比） 

上昇 14 

低下 26 

不変 53 

未回答 4 

 

 

 

 

 

増加

25%

減少

49%

不変

25%

未回答

1%

売上額(前年同期比)

増加

22%

減少

30%

不変

47%

未回答

1%

売上額（今後の見通し）

上昇

14%

低下

27%
不変

55%

未回答

4%

売上単価（前年同期比）



平成 30年 10月～12月の「売上単価(客単価)」の今後の見通し 

 

売上単価（今後の見通し） 

上昇 12 

低下 17 

不変 64 

未回答 4 

 

 

 

 

 

 

問 3. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「利用客数」 

 

利用客数（前年同期比） 

増加 20 

減少 40 

不変 28 

未回答 9 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「利用客数」の今後の見通し 

 

利用客数（今後の見通し） 

増加 14 

減少 24 

不変 50 

未回答 9 

 

 

 

 

 

上昇

12%

低下

18%

不変

66%

未回答

4%

売上単価（今後の見通し）

増加

21%

減少

41%

不変

29%

未回答

9%

利用客数（前年同期比）

増加

14%

減少

25%不変

52%

未回答

9%

利用客数（今後の見通し）



問 4. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「資金繰り」 

 

資金繰り（前年同期比） 

好転 9 

悪化 29 

不変 58 

未回答 1 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「資金繰り」の今後の見通し 

 

資金繰り（今後の見通し） 

好転 9 

悪化 21 

不変 66 

未回答 1 

 

 

 

 

 

 

問 5. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「仕入単価」 

 

仕入単価（前年同期比） 

上昇 51 

低下 6 

不変 40 

未回答 0 

 

 

 

 

 

好転

9%

悪化

30%不変

60%

未回答

1%

資金繰り（前年同期比）

好転

9%
悪化

22%

不変

68%

未回答

1%

資金繰り（今後の見通し）

上昇

53%

低下

6%

不変

41%

仕入単価（前年同期比）



平成 30年 10月～12月の「仕入単価」の今後の見通し 

 

仕入単価（今後の見通し） 

上昇 45 

低下 2 

不変 50 

未回答 0 

 

 

 

 

 

 

問 6. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「採算」 

 

採算（前年同期比） 

好転 10 

悪化 39 

不変 48 

未回答 0 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「採算」の今後の見通し 

 

採算（今後の見通し） 

好転 8 

悪化 27 

不変 62 

未回答 0 

 

 

 

 

 

上昇

46%

低下

2%

不変

52%

仕入単価（今後の見通し）

好転

10%

悪化

40%

不変

50%

採算（前年同期比）

好転

8%

悪化

28%不変

64%

採算（今後の見通し）



問 7. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「従業員数」 

 

従業員数（前年同期比） 

増加 10 

減少 15 

不変 67 

未回答 5 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「従業員数」の今後の見通し 

 

従業員数（今後の見通し） 

増加 8 

減少 8 

不変 76 

未回答 5 

 

 

 

 

 

 

問 8. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「業況」 

 

業況（前年同期比） 

好転 13 

悪化 35 

不変 48 

未回答 1 

 

 

 

 

 

増加

10%

減少

16%

不変

69%

未回答

5%

従業員数（前年同期比）

増加

8%

減少

8%

不変

79%

未回答

5%

従業員数（今後の見通し）

好転

13%

悪化

36%

不変

50%

未回答

1%

業況（前年同期比）



容易

3%

困難

16%

不変

66%

未回答

15%

借入難易度（前年同期比）

平成 30年 10月～12月の「業況」の今後の見通し 

 

業況（今後の見通し） 

好転 11 

悪化 26 

不変 58 

未回答 2 

 

 

 

 

 

 

問 9. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「借入難易度」 

 

借入難易度（前年同期比） 

容易 3 

困難 15 

不変 64 

未回答 15 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「借入難易度」の今後の見通し 

 

借入難易度（今後の見通し） 

容易 1 

困難 13 

不変 66 

未回答 17 

 

 

 

 

 

好転

11%

悪化

27%不変

60%

未回答

2%

業況（今後の見通し）

容易

1%

困難

13%

不変

68%

未回答

18%

借入難易度（今後の見通し）



問 10. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「借入金利」 

 

借入金利（前年同期比） 

上昇 2 

低下 6 

不変 73 

未回答 16 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月～12月の「借入金利」の今後の見通し 

 

借入金利（今後の見通し） 

上昇 2 

低下 4 

不変 74 

未回答 17 

 

 

 

 

 

 

問 11. 平成 29年 7月～9月と比較した平成 30年 7月～9月の「設備投資」 

 

設備投資（前年同期比） 

実施した 25 

実施していない 72 

未回答 0 

 

 

 

 

 

 

上昇

2%

低下

6%

不変

75%

未回答

17%

借入金利（前年同期比）

上昇

2%
低下

4%

不変

76%

未回答

18%

借入金利（今後の見通し）

実施した

26%

実施して

いない

74%

設備投資（前年同期比）



平成 30年 10月～12月の「設備投資」の今後の見通し 

 

設備投資（今後の見通し） 

計画している 24 

計画していない 73 

未回答 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画して

いる

25%

計画して

いない

75%

設備投資（今後の見通し）



<現在、直面している経営上の問題点等についてのコメント> 

 

「資金調達・借入関係」 

・資金繰りが厳しい(2) 

・設備投資のための資金確保 

・人件費確保 

・7月豪雨の影響があまりにも大きく、資金繰りを圧迫している状況 

・小口融資の借り入れを視野に入れている 

・写真離れが進んでおり、売上は減少し資金繰りが圧迫されている状況 

 

「人材」 

・人出不足(5) 

・内職の人材育成 

・人材難 

・後継者がいない(5) 

・人出不足で新たな事業展開に苦戦している(2) 

 

「販売・売上等」 

・外注先確保 

・売上減少、経費見直しを行っているが改善できない 

・天候に売上が左右される。外人の客入り数の予想がつけにくい 

・売上の減少 

・観光シーズンに売上が左右されるのでオンライン販売を伸ばしたい 

・元請下請ともに公共工事に携わっている会社なので、率直に公共団体の発注状況で会社の売上、

損益が大きく変わる点は否定できない。コストダウン等で前期よりも損失の幅は小さくなる見

込みだが、フルに減価償却ができなる状況ではない、何より売上が減少している現状ではコス

トダウンが追いつかない 

・来店する観光客をターゲットとしており、7月豪雨の影響を大きく受けてしまう。今後は、新た

な販路開拓を図るためネット販売も検討している 

・災害により観光客が減り売上に影響が大きい 

・観光客が少なくなり、売上が 3割以上落ちている 

 

「その他」 

・ネット販売の仕方。アマゾンなどのネット販売との競争なので、お店を維持できるか不安 

・飛騨牛が高騰化しすぎている。国内需要が賄い切れていない段階で海外に輸出すべきではない

と思われる 

・商店街再生に繋がる施策を検討して欲しい 

・外国人観光客への対応(会話及び好み) 


